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図 2 人は動いている 
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Laban Movement Analysis/Bartenieff Fundamentalsを専門的に扱える人はCertified 
Movement Analyst（CMA）と呼ばれ、米国ニューヨーク州ニューヨーク市を本拠地にし



























































図 4 新しい身体観（1940年代） 












































































図 6 Part& Whole 






































図 8 座骨の位置（赤丸） 























































































































































図 12 LMA/BFの思考図 B 
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武庫川女子大学短期大学部准教授 﨑山 ゆかり 
 
Labanの運動分析法は、舞踊を学ぶ人は誰もが一度は耳にしたことがある。しかし書
物を読むだけでは理解は難しく、まず学習者自身が動いて学ぶことが求められる。講
師の橋本有子先生は、Labanのある種のとっつき難さというご自身の体験を踏まえ、身
近なものとして運動分析の在り様を提示してくださった。いきいきとした動き、のび
やかな動き、力のない動き…人の多様な動きを印象だけで語るのではない、共通言語
としての枠組みを示し、新たな動きへのまなざしを提示していただける貴重な機会と
なった。 
加えて、動きの理解には他者へのTuningが不可欠であるという指摘は、筆者の専門
であるケステンバーグムーブメントプロフィールと称される運動分析法の在り方とも
一致していた。これは私自身にとって大きな気づきであり、動きを用いた心理療法で
あるダンスセラピーにおける身体的共感にもつながることが示唆され、さらに学びを
深めたいと思った。 
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